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※本実施案内中の中学校と高等学校の併設校の学校名の表記につきましては、 

｢〔学校名〕中学高等学校｣として掲載しておりますのでご了承下さい。 



 



今日、私学教育を取り巻く環境は大きく変化しております。少子高齢化から IT 化、DX 化と、

絶えず変革する現代社会において、様々な個性や能力を持った人材が協働しながら社会課題に

向き合い、解決に向けて新たな価値を創造する能力の育成が急務です。その実現のために、私学

は建学の精神に基づいた特色ある教育を推進しつつ、新しい時代の創造に向けた挑戦が求められ

ています。 

令和 6 年度の「全国私学教育研究集会」は、「新しい時代の創造に向けた私学の挑戦～多様

性と包括性の実現に向けて～」を研究目標に、10 月 31 日（木）・11 月 1 日（金）の 2 日間、

大分市で開催します。 

初日の全体集会では三和酒類株式会社取締役会長の下田雅彦氏をお迎えし、「麦焼酎いいちこ

の挑戦」と題して記念講演をいただきます。下田会長は大学では発酵工学を学ばれ、卒業後は

清酒メーカー勤務を経て地元大分の企業である三和酒類株式会社に入社。研究開発部門を担当

され、焼酎ブームの立役者のお一人でいらっしゃいます。続いて、日本私立中学高等学校連合会

と日本私学教育研究所より、「教育政策と私学情勢について」と題して中央情勢報告及び今後の

私学教育への取組み等の報告、大分県私立学校活動紹介を行います。 

2 日目は、私立学校の経営及び教育の柱となる 5 つの部会（私学経営部会、教育課程部会、

法人管理事務運営部会、生徒指導部会、進路指導部会）を設置しました。それぞれの現状に即し

て、今後実践に役立つテーマを設定しました。 

「日本一のおんせん県おおいた」は源泉数・湧出量ともに日本一です。豊かな自然に恵まれ、

別府温泉、由布院温泉はもとより、県内の 16 の市町村に温泉があり、それぞれの施設・泉質を

楽しんでいただけます。「味力（みりょく）も満載」で、「関あじ・関さば」「臼杵ふぐ」「か

ぼすぶり」「豊後牛」「冠地鶏」「椎茸」「カボス」などの豊富な食材が揃っています。温泉と

味力を備えたこの地をご堪能いただければ幸いです。 

大分は、「学問のすすめ」著者で「慶應義塾」創設者の福沢諭吉を輩出した県です。その地

に、全国から一人でも多くの皆様においでいただき、未来の私学教育の発展に寄与する大会と

なりますことを祈念し、ここにご案内申し上げます。 

令和 6 年 5 月 

全国私学教育研究集会大分大会

実行 委 員 長 小 山 康 直
（九州地区私立中学高等学校協議会 会 長） 

（大 分 県 私 立 中 学 高 等 学 校 協 会 会 長） 

ご 案 内 
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１．大会役員 

 

 

 

吉  田      晋 
一般財団法人日本私学教育研究所  
富 士 見 丘 中 学 高 等 学 校 

理事長 
理事長・校長  

    
 

長 塚 篤 夫 
一般財団法人日本私学教育研究所 
順 天 中 学 高 等 学 校  

副理事長・全国集会総括責任者 
校長  

    
 

山  中  幸  平 
一般財団法人日本私学教育研究所  
学 校 法 人 山 中 学 園    

副理事長 
学園長  

    
 

平 方  行 一般財団法人日本私学教育研究所   理事・所長 
 
    
 

鈴  木  康  之 
一般財団法人日本私学教育研究所  
水 戸 女 子 高 等 学 校   

理事・全国集会副総括責任者 
理事長・校長  

 

２．実行委員 
 

委員長 
小 山 康 直 

九州地区私立中学高等学校協議会 
大 分 県 私 立 中 学 高 等 学 校 協 会 
学 校 法 人 大 分 高 等 学 校 

会長 
会長 
理事長 

 

 
    
 

八 尋 太 郎 
福 岡 県 私 学 協 会 
学 校 法 人 博 多 学 園 

会長 
理事長  

    
 

篠 塚 周 城 
佐 賀 県 私 立 中 学 高 等 学 校 協 会 
学 校 法 人 佐 賀 龍 谷 学 園 

会長 
理事長  

    
 

菅 沼 宏比古 
長 崎 県 私 立 中 学 高 等 学 校 協 会 
学 校 法 人 西 海 学 園 

会長 
理事長  

    
 

竹 下 文 則 
熊 本 県 私 立 中 学 高 等 学 校 協 会 
文 徳 中 学 高 等 学 校 

会長 
校長  

    
 

後 藤 洋 一 
宮 崎 県 私 立 中 学 高 等 学 校 会 
学 校 法 人 日 章 学 園 

会長 
理事長  

    
 

原 田 賢 幸 
鹿児島県私立中学高等学校協会 
学 校 法 人 原 田 学 園 

会長 
理事長  

    
 

フェルナンデス デニス 
沖 縄 県 私 立 中 学 高 等 学 校 協 会 
沖 縄 カ ト リ ッ ク 中 学 高 等 学 校 

会長 
校長 

    
 

小 幡 克 己 柳 ヶ 浦 高 等 学 校 校長 
 
    
 

長 塚 篤 夫 
一般財団法人日本私学教育研究所 
順 天 中 学 高 等 学 校     

副理事長・全国集会総括責任者 
校長  

    
 

平 方  行 一般財団法人日本私学教育研究所   理事・所長 
 
    
 

鈴 木 康 之 
一般財団法人日本私学教育研究所 
水 戸 女 子 高 等 学 校 

理事・全国集会副総括責任者 
理事長・校長  

  

大会役員等一覧（順不同） 
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３．運営総括委員 

 委員長 
小 幡 克 己 

 
柳 ヶ 浦 高 等 学 校 校長 

 
 

    
 副委員長 

井 上 倫 明 
 
東 九 州 龍 谷 高 等 学 校 

 
校長  

    
 

佐 藤 清 信 別 府 溝 部 学 園 高 等 学 校 校長 
 
    
 

小 原 和 成 日 本 文 理 大 学 附 属 高 等 学 校 校長 
 
    
 

日 永 達 也 大 分 国 際 情 報 高 等 学 校 校長 
 
    
 

吉 田 英 喜 藤 蔭 高 等 学 校 校長 
 
    
 

児 玉 洋 司 岩 田 中 学 高 等 学 校 校長 
 
    
 

坂 田 一 郎 福 徳 学 院 高 等 学 校 校長 
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１ 研究目標  新しい時代の創造に向けた私学の挑戦～多様性と包括性の実現に向けて～ 

絶えず変革する現代社会において、様々な個性や能力を持った人材が協働しながら社会課題
に向き合い、解決に向けて新たな価値を創造する能力の育成が急務となっている。その実現の
ために、私学は建学の精神に基づいた特色ある教育を推進しつつ、新しい時代の創造に向けた
挑戦が求められている。 

２ 会  期 令和６年１０月３１日（木）～１１月１日（金）の２日間 

３ 会  場 初 日 iichiko 総合文化センター iichiko グランシアタ及び 

ホテル日航大分オアシスタワー

２日目 ホテル日航大分オアシスタワー及びソレイユ 

４ 募集人員 ５００名 

５ 参加対象 都道府県私学協会加盟の私立中学校・高等学校・中等教育学校の

管理職･教職員 

６ 基本日程 ※日程は変更となる場合があります。

月日 
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

30 45 15 15 45 30 

初日 
10/31 (木 ) 

受 付 
開 
会 
式 

★ 
全  体  会 

★ 教育懇談会 
※1 報告Ⅰ ※2 ★ 記 念 講 演 

２日目 
11/1 (金 ) 

部 会 昼 食 部 会 
（※1）私立学校活動紹介 
（※2）報告Ⅱ 

(★) 休憩・移動

（注）部会日程は、部会により若干異なる場合がございます。詳細は各部会実施概要をご覧下さい。 

７ 全 体 会 

大分県私立学校活動紹介 

「書道パフォーマンス」 大分高等学校書道部 

「チアリーディング」 日本文理大学附属高等学校チアリーディング部 

報  告 「教育政策と私学情勢について」 

日本私立中学高等学校連合会 会   長 吉 田 晋 

一般財団法人日本私学教育研究所 所   長 平 方 行 

記念講演 「麦焼酎いいちこの挑戦」 

三 和 酒 類 株 式 会 社 取締役会長 下 田 雅 彦 

実 施 概 要 
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https://emo.or.jp/facilities/
https://www.nikko-oita.oasistower.co.jp/
https://www.nikko-oita.oasistower.co.jp/
https://www.soleil.jp/


８ 部  会 

  

 新しい時代の創造に向けて 

～子供たちの様々な個性や能力を大きく伸ばすために～ 

 募集人員 １４０名 

 

  

 新しい社会を生き抜く若者の育成 

～課題への挑戦を実現する開かれた私学教育～ 

 募集人員 １２０名 

  

    

 これからの私学教育を支える校務運営を考える 

 募集人員  ８０名 

  

  

 学校コミュニティの協力体制を構築して『自己解決力』を支援する生徒指導 

 募集人員  ８０名 

  

  

 生徒の多様性に対応した進路指導のあり方 

 募集人員  ８０名 

 

●各部会の日程、内容等については 10 ページ以降に掲載しています。 

●参加ご希望の部会を申込書記入欄にご記入の上、お申し込み下さい。 

●募集定員に達した場合、募集を締切ることがありますので予めご了承

下さい。 

 

  

１ 私 学 経 営 部 会 

２ 教 育 課 程 部 会 

３ 法人管理事務運営部会  

４ 生 徒 指 導 部 会 

５ 進 路 指 導 部 会 
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９ 参 加 費 １６，０００円 

（2日目昼食費を含む。宿泊費・教育懇談会費別）       
 
10 参加申込 本案内の 22 ページを参照の上、１０月１１日（金）までに参加 

申込みをお願いします。 
 
11 問 合 先  一般財団法人日本私学教育研究所 

「全国私学教育研究集会大分大会」担当 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-3-8 市ヶ谷 UN ビル 6 階 

               TEL 03（3222）1621  FAX 03（3222）1683 

               ホームページ https://www.shigaku.or.jp/  
 
 
 

教育懇談会 
 日 時  令和６年１０月３１日（木）１８時００分～〈着席ビュッフェ形式〉 
会 場  ホテル日航大分オアシスタワー ５階「孔雀の間」 

参加費  １０，０００円  参加をご希望の方は大会参加申込書の教育懇談会 

                 申込欄の｢参加｣を○で囲んで下さい。 

 
 
 

●傷害保険について 

  本大会期間中の参加者等の傷害保険には、加入致しませんのでご承知おき 

下さい。 

 

 

 

 
 
 
  

 ご参加の皆様へお願い  

○研修会場での動画・写真撮影等について 
・当研修会での主催者記録係・取材メディア以外による録画・録音は禁止します。 
・講師・発表者等の許可無く研修会の写真・内容等のホームページ・ブログや 
  各種 SNS 等へのアップロードは禁止します。 
・撮影した動画・写真は当研究所広報活動(刊行物・ホームページ掲載等)や 
  取材メディアの新聞掲載等で使用する場合があります。会場内の様子を   
  撮影する関係上、参加者が写真や動画に映り込む可能性がありますので、 
  予めご了承下さい。 
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１ 日   時  令和 6 年 10 月 31 日（木） 13 時～17 時 30 分 

 

２ 会   場  iichiko 総合文化センター 1 階「iichiko グランシアタ」 

 

３ 開 会 式  13 時～13 時 30 分 

(1) 開会のことば 

(2) 主催者挨拶 

(3) 実行委員長挨拶 

(4) 来賓祝辞 

(5) 次期開催地区代表挨拶 

(6) 閉式のことば 

 

４ 全 体 会  13 時 45 分～17 時 30 分 

大分県私立学校活動紹介  

 「書道パフォーマンス」 大分高等学校書道部 

  

 「チアリーディング」 日本文理大学附属高等学校チアリーディング部 

 

報  告 「教育政策と私学情勢について」 

 日本私立中学高等学校連合会  会 長 吉 田   晋 

  

 一般財団法人日本私学教育研究所 所 長 平 方  行 

                    

記念講演 「麦焼酎いいちこの挑戦」  

 三 和 酒 類 株 式 会 社 取締役会長 下 田 雅 彦 

 

  

全 体 集 会 
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「麦焼酎いいちこの挑戦」 
   

下田 雅彦 ＜しもだ まさひこ＞ 

三和酒類株式会社 取締役会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プロフィール 
 

取締役会長 下田雅彦（しもだまさひこ）68 歳 大分県宇佐市在住。1955 年

生、大分県豊後大野市出身。大分県立上野丘高等学校卒業。79 年大阪大学工学部

醗酵工学科卒業後、清酒メーカー勤務を経て、84 年 10 月三和酒類入社。主に研

究開発部門を担当し、89 年に設立された三和研究所研究室長、99 年取締役研究

所長、2003 年常務取締役、09 年専務取締役、14 年取締役副社長、17 年代表取締

役社長、23 年 10 月に取締役会長に就任。1998 年工学博士（大阪大学） 

＜受賞歴＞ 

1995 年（財）日本醸造協会技術賞「麦焼酎の原料処理に関する研究」、99 年

（財）日本醸友会技術賞「麦焼酎蒸留粕処理と有効利用」、2021 年文部科学省

令和 3 年度科学技術賞（開発部門）「焼酎原料用精麦大麦の原料処理に関する

開発」 

 

 

 

   

記 念 講 演 
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「書道パフォーマンス」 大分高等学校書道部 

大分高等学校  

【建学の精神】 

教育基本法に定める目的および方針にもとづき、各科において必要な基礎学力を徹底

させるとともに、生徒各人の長所を生かし、誠実・自立の精神を養うことにより、平和社会

の建設と前進に役立つ人物の育成をはかる。創造 敬愛 気力 

【特色】 

大分高等学校では、難関国公立大学・有名私立大学合格を目指す特進選抜コース/特進

コースや未来のアスリートをサポートするアスリートコース、その他に準特進コース・普

通コース・書道コース・アニメコースがある。また資格取得から就職・大学進学までサポ

ートする商業科と自動車工業科などさまざまなコース編成で世界へ羽ばたいて行くみな

さんをサポートしている。 

【書道部】 

書道部（令和 5 年度）は 3 年生 9 名、2 年生 7 名、1 年

生 10 名の計 26 名で活動している。書道部の部訓である

「意識向上～礼儀・団結・考動～」のもと日々の部活動に

励んでいる。また、文字の上達だけを目的としているので

はなく、文武両道を目指している。主な活動は、各種展覧

会へ向けた作品制作や書道パフォーマンス。令和 5 年には

「第 28 回全日本高校・大学生書道展」において高等学校

の部で 2 年連続、最優秀校に選ばれ日本一になった。 
 

「チアリーディング」 日本文理大学附属高等学校チアリーディング部 

日本文理大学附属高等学校  

【建学の精神】 

地域社会と共に成長をする人材の育成「産学一致」 

【特色】 

昭和 30 年 4 月に、建築、造船、林業、家庭の 4 課程からなる佐伯産業高校を開校し、後

に地域の要請もあり、普通、商業、機械、土木、電気の各過程を増設、昭和 57 年には「日

本文理大学附属高等学校」と改称。現在では普通科、情報技術科の 2 学科 6 コースにわか

れ、生徒のなりたい自分への挑戦を「寛容性」、「地域愛」、「チャレンジ精神」そして

「自分らしさ」の 4 つの柱を大切にして多様な可能性を伸ばし、変化する社会を生き抜く

力を身につけ、明るい未来を切り拓ける生徒の育成を目指している。 

【チアリーディング部】 

2019 年創部。大分県下の高校では唯一の競技チアリー

ディング部。学校行事だけでなく、大会や地域のお祭り等

のイベントにも積極的に参加している。毎年 6 月に福岡に

て開催される九州チアリーディング選手権大会では 2022

年、2023 年ともに第 5 位入賞。チアリーディングは仲間

との絆、信頼、感謝の気持ち、常に部員全員が一致団結を

して全力を発揮することが必要不可欠な究極の団体スポ

ーツ。技術の向上はもちろん、チアリーディングを通して元気・勇気・笑顔を届け、皆様

に愛されるチームになれるよう、日々練習に励んでいる。 
  

大分県私立学校活動紹介 
※プログラム内容は変更する場合があります。 
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http://www.oita-h.ed.jp/
https://www.nbu-h.ed.jp/


 

 

 
  

研究目標 

新しい時代の創造に向けて 

～子供たちの様々な個性や能力を大きく伸ばすために～ 

新学習指導要領において明記された創造性をいかに養うことができるのか。これは先進性と独

自性をあわせ持つ私立学校にとっても喫緊の課題である。また、昨今の AI 技術の急速な発展を

はじめ、大きく変わりゆく現代社会においては、若者の多様な個性を尊重しながら、個々の発達に

応じて能力を伸ばすことが重要である。そのためには、多様性を受容する自由な空気を持つ新たな

学校の姿を模索すべき時であろう。 

当部会では、建学の精神を軸として、新しい社会を創り上げる子供たちを育てるための、未来

を見据えた私学経営について考察する。 

 

１ 募集人員  １４０名 
 

２ 会  場  ホテル日航大分オアシスタワー 
 
３ 参加対象  理事長、校長、副校長・教頭、事務局長、事務長またはこれらに 

準ずる管理職 
 

４ 日  程 

時間 

月日 

 

9   10   

1

6 

11   12   13   14   15   16 

 15    3545                  30   
 
                              

11 月 1 日 

（金） 

 開

会

式 

講演Ⅰ   
講演Ⅱ・ 

ワークショップ 
昼 食 

パネル・ 

ディスカッション 

閉 

会 

式 

 

 

５ 内  容 

 講 演 Ⅰ  
 

演 題  「温故知新」糀は日本の宝～糀料理で健体康心～ 
  

講 師 

あさり みょうほう 

 有限会社糀屋本店 代表取締役 浅 利 妙 峰 
       

 講 演 Ⅱ・ワークショップ  
 

演 題 創造性 2050 AI と共生する時代の創造性教育 
  

講 師 
こしお あつし 麗澤大学工学部情報システム工学専攻 専攻長・教授 

EdTech 研究センター センター長 

株式会社 HYPER CUBE 取締役 CTO 

小 塩 篤 史 

１ 私学経営部会 
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 パネル・ディスカッション  
 

テーマ 新しい時代の創造に向けて～子供たちの様々な個性や能力を大きく伸ばすために～ 
  

パネリスト 

こやま やすなお 

 （大分県）学校法人大分高等学校 理事長 小 山 康 直 
  

 
よしむら みつのり 

 （大分県）日本文理大学 副学長・工学部教授 吉 村 充 功 
    

 
よこい しろう 

 （鳥取県）学校法人鶏鳴学園 青翔開智中学高等学校 理事長 横 井 司 朗 
    

コーディネーター 

するが まさひこ 
 （兵庫県）姫路女学院中学高等学校 理事長・校長 摺 河 祐 彦 

 

《講師プロフィール》 

浅利 妙峰 有限会社糀屋本店 代表取締役 

1952 年大分県佐伯市生まれ。元禄 2 年（1689 年）に創業し、こうじの専門店として 300 年以上続

く「糀屋本店」(大分県)の長女として生まれ育つ。日本の発酵調味料の素となる糀の活躍の場をもう一

度家庭の台所に戻したいと一念発起し、自らをこうじ屋ウーマンと名乗り、講演会や料理講習会を通

じて、こうじ文化の普及と伝承に心血を注ぐ。江戸時代の書物からヒントを得て、「塩糀」を現代に

調味料として甦らせただけでなく、糀の酵素を活かしたパウダータイプの商品「キスケ糀パワー」な

ど独自のこうじを使った製品の研究開発を続けている。 

 小塩 篤史 麗澤大学工学部情報システム工学専攻 専攻長・教授 

EdTech 研究センター センター長 

株式会社 HYPER CUBE 取締役 CTO  

麗澤大学 工学部 情報システム工学専攻 専攻長・教授、東京大学大学院情報学環・学際情報学府 

特任准教授、株式会社 HYPER CUBE 取締役 CTO。データサイエンス、人工知能領域の研究を背景

に、AI やメタバースなどのデジタル技術による人間の可能性の拡張をすすめる。特に医療・教育など

人間と密接に関わる領域での AI の研究開発をし、人に寄り添う「やさしい AI」や人間の創造性を支

援する AI の開発を行なう。東京大学大学院新領域創成科学研究科博士課程、マサチューセッツ工科

大学スローン経営大学客員研究員、日本医科大学医療管理学教室助教、事業構想大学院大学教授等を

経て、現職。 

 吉村 充功 日本文理大学 副学長・工学部教授 
 

1976 年福岡県生まれ。専門は交通計画、土木計画学、初年次教育。2003 年広島大学大学院工学

研究科環境工学専攻博士課程修了。日本文理大学で 2007 年に「人間力育成プログラム」を立ち上

げ、人間力育成センター長として推進、全学での教育改革を先導。2014 年からは文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（大学COC 事業）」の事業推進責任者として、大分県全域をキャンパスにし

た地域連携教育を全学で展開。編著書として「今選ぶなら、地方小規模私立大学！～偏差値による

進路選択からの脱却～（2018、レゾンクリエイト）」など。（公財）日本財団学生ボランティアセン

ター理事、大分県立高等学校・中学校第三者評価委員などを務める。 
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研究目標 

新しい社会を生き抜く若者の育成 

～課題への挑戦を実現する開かれた私学教育～ 

生成 AI をはじめとする技術革新は、今まで想像もしなかった人やモノとの繋がりをもたら

した。その結果、私たちは時空を超えた「智」へのアクセスが可能となり、教育の方向性はま

すます拡がりを見せている。個性と主体性を尊重しつつ、多様な人材が協働する社会へ進化し

つつある今、学びの多様化に対応できる学校への転換が求められている。 

当部会の実践発表にある授業公開や提案授業制度のような、私立学校ならではの授業改善

の取り組みにより、従来の垣根を越えた教育の体制と環境が構築され、それが、課題に立ち向

かい、新たな価値の創造に挑戦する意欲へと発展していくと考える。 

当部会では研究目標を見据え、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実の実

現に向け、講演・実践発表を通して、その効果と課題について考察を深めていきたい。 

 
１ 募集人員  １２０名 
 
２ 会  場  ホテル日航大分オアシスタワー 
 
３ 参加対象  理事長、校長、副校長・教頭、教務主任及び教員 
 

４ 日  程 

時間 

月日 

 

9   10   

1

6 

11   12   13   14   15   16 

 15     50              35 45  

 

 45  
 
                              

11 月 1 日 

（金） 

 開

会

式 

講 演・ 

ワークショップⅠ 
 実践発表Ⅰ 昼 食 

講 演・ 

ワークショップⅡ 
 実践発表Ⅱ 

閉 

会

式 

 

 

５ 内  容 

 講 演・ワークショップⅠ  
 

演 題 課題への挑戦を促す教育デザインー社会参画を通じたコンピテンシーの育成 
  

講 師 

ひろいし ひでき 

東京電機大学 副学長 広 石 英 記 

 

 講 演・ワークショップⅡ  
 

演 題 創造性を育む教育的アプローチ～分野を超えて学びを紡ぐ力～（仮） 
  

講 師 

たけなか まきこ 

大分大学教育マネジメント機構STEAM教育推進センター 教授 竹 中 真希子 
  

２ 教育課程部会 
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 実践発表Ⅰ  
 

テーマ ｢個別最適な学び｣と｢協同的な学び｣から育む 

｢主体的・対話的で深い学び｣を実現するキャリア教育授業デザイン 
  

発表者 

はなの かつゆき 

（兵庫県）甲南中学高等学校 教諭 花 野 勝 幸 

 

 実践発表Ⅱ  
 

テーマ 授業改善のための本校教務の取り組み 

～30 年間継続してきた授業公開・提案授業制度～ 
  

発表者 

えんどう かずまさ 

(大分県) 大分東明高等学校 教諭 遠 藤 一 祐 

 

《講師プロフィール》 

広石 英記 東京電機大学 副学長 

熊本県出身。慶應義塾大学大学院社会学研究科教育学専攻博士課程単位取得満期退学。東京電機

大学人間科学系列教授。現在、学校法人東京電機大学副学長兼教育改善推進室長、日本 PBL 研究所

理事を務める他、2019 年より一般財団法人日本私学教育研究所特別招聘研究員。専攻は教育学（教

育哲学、教育方法学）。著書に『学びを創る・学びを支える』『大学での学びとは』『教育方法論』、

『経験の意味世界をひらく』など。PBL（プロジェクト学習）型総合学習を核としたカリキュラム・

マネジメントや私立学校のカリキュラムデザインなどを研究。特に、PBL に関する論文が多数。大

学、小・中・高校などの教育改革、カリキュラム改善、PBL のデザインなどに関して、FD 講師を

務める。 

竹中 真希子 大分大学教育マネジメント機構 STEAM 教育推進センター 教授 

大分大学 教育マネジメント機構 STEAM 教育推進センター 教授、大分大学 STEAM Lab. 室

員、日本科学教育学会 副会長。 

これまでに CSCL（Computer supported collaborative learning）、授業における ICT の活用、

協調学習支援などの研究に取り組んできた。人はいかに学ぶかという学習科学の観点から学習者を

中心とした教育の方法や学習環境デザインに関心を持っている。近年は STEAM 教育にも積極的に

取り組んでいる。「STEAM の視座と認識の科学」，「デザイン思考と STEAM」、「Playful Learning」

などをテーマに、「理」を視る力「理」を解く力を土台として、創造的な問題解決や新たな価値の

創造に資する力の育成に寄与できればと思い、試行錯誤を繰り返しながら日々奔走中である。 
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研究目標 

これからの私学教育を支える校務運営を考える 

教職員の職務は、生徒たちの成長に大きく関わることから、自発性･創造性に基づく業務への

取組みが期待されるという環境下で、教職員の長時間労働や教育現場での働き手不足が課題と

なっている。次代を担う教職員の確保には、魅力ある労働環境への改善が急務である。 

当部会では、次代を担う若者たちの育成に向けて教職員にとって追い風となるような働き方

改革を目指して、①「部活動のあり方を踏まえた働き方について」、②「給特法改正に伴う私学

教職員の労務管理について」、③「校務運営の効率化について」の 3 つのテーマに着目し、こ

れからの私学における校務運営の進むべき道を考える場としたい。 

 
１ 募集人員  ８０名 
 
２ 会  場  ソレイユ 
 
３ 参加対象  理事長、校長、副校長・教頭、事務局長、事務長または 

これらに準ずる管理職及び事務担当教職員 
 

４ 日  程 

時間 

月日 

 

9   10   

1

6 

11   12   13   14   15   16 

 20       50      30   30   30 45   45  
 
                              

11 月 1 日 

（金） 

 開

会

式 

講演Ⅰ  講演Ⅱ 昼食 実践発表  研究協議 

閉 

会

式 

 

 

５ 内  容 

 講 演 Ⅰ  
 

演 題 働き方改革の推進と教育活動の充実の両立は可能か？（仮） 
  

講 師 

はせがわ ゆうすけ  

大分大学教育学部 教授 長谷川 祐 介  

 

 講 演 Ⅱ  
 

演 題 私立学校教員にとって望ましいワークルールと労務管理とは何か 
  

講 師 

じんない  あきら 本郷さくら総合法律事務所 代表弁護士 
兵庫教育大学大学院 准教授 神 内 聡 

 
  

３ 法人管理事務運営部会 

－14－



 
 実践発表  
 

テーマ 校務運営の効率化を目指した本校での実践取組み（仮） 
   

講 師 

むとう たかひろ 

香蘭女学校中高等科 事務長 武 藤 孝 宏 

 

 研究協議  
 

テーマ これからの私学教育を支える校務運営を考える 

 参加者主体の情報交換 

 参加された先生方の学校で問題となっている事例、悩み等について、小グループに

分かれ、改善策等の情報交換を行います。 

 

司会･進行  法人管理事務運営部会運営委員（大分県）  
 

 

《講師プロフィール》 

長谷川 祐介 大分大学教育学部 教授 

1977 年生まれ。比治山大学高等教育研究所助教、大分大学教育福祉科学部講師、准教授を経て、2022 年

4 月より現職。専門分野は教育社会学。特別活動や部活動、生徒指導に関する研究に取り組んでいる。現

在、日本特別活動学会常任理事や日本子ども社会学会理事等を務める。 
 

神内 聡 本郷さくら総合法律事務所 代表弁護士／兵庫教育大学大学院 准教授 

弁護士（東京弁護士会）、兵庫教育大学大学院教授。私立中高一貫校社会科教諭。東京大学大学院教育学

研究科修了。東京都の私立中高一貫校で日本で初めての弁護士資格を有する常勤教員として勤務し、各地

の学校や教育委員会のスクールロイヤーを担当。教職大学院では学校経営論の研究者としても活動してお

り、外部人材の専門性や教員との協働による「チーム学校」の実態について調査している。著書に『スクー

ルロイヤー 学校現場の事例で学ぶ教育紛争実務 Q＆A170』『学校弁護士 スクールロイヤーが見た教育

現場』『学校と教師のための労働相談 Q＆A41』など。 
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研究目標 

学校コミュニティの協力体制を構築して『自己解決力』を支援する生徒指導 

生徒指導の役割は、単に問題解決だけではなく、生徒たちが自ら考え、行動し、成長するため

の力を引き出すことが重要である。 

『自己解決力』は、生徒たちが困難な状況に直面した際に、自ら考え、行動する力を指す。

この研究目標は、学校コミュニティ全体で協力体制を構築し、生徒が『自己解決力』を発揮で

きるようにすることである。そのためには、生徒が自己の能力や資源を活用し、課題に取り組

む姿勢を育てるための支援が必要であり、教職員や保護者、地域の関係者との協力が不可欠だ。 

私たちは生徒の成長を支えるために、学校内外の関係者との協力を深め、共同体としての学校

コミュニティを構築していきたいと考えている。そうすることで、生徒たちは自己を信じ、

困難に立ち向かう力を身につけ、より良い未来に向けて進んでいけるだろう。 
 
１ 募集人員  ８０名 
 
２ 会  場  ソレイユ 
 
３ 参加対象  理事長、校長、副校長・教頭、生徒指導担当等教員 
 

４ 日  程 

時間 

月日 

 

9   10   

1

6 

11   12   13   14   15   16 

 15    3545           45  
 
                            

11 月 1 日 

（金） 

 開

会

式 

講演Ⅰ  講演Ⅱ 昼 食 講演Ⅲ・ワークショップ 

閉 

会

式 

 

 

５ 内  容 

 講 演 Ⅰ  
  

演 題 自己解決力の育成や環境づくりについて（仮） 
    

講 師 

おの きみこ  

別府大学文学部人間関係学科 教授 小 野 貴美子  

 

 講 演 Ⅱ  
 

演 題 学校コミュニティの協力体制を構築しての学校トラブルへの対応について(仮) 
    

講 師 

いとう まさき  

伊藤小池法律事務所 代表弁護士 伊 藤 正 喜  
 
  

４ 生徒指導部会 
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 講 演 Ⅲ・ワークショップ  
 

演 題 ネットや SNS トラブルに関する最新情報について（仮） 
    

講 師  公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所 

 

《講師プロフィール》 

小野 貴美子 別府大学文学部人間関係学科 教授 

精神科臨床の後、学校臨床に関わるようになった。主に中学校でのスクールカウンセラーを 27 年続

けている。私のテーマの一つは先生方との協働である。先生方の個性や専門性を活かしながら生徒に対

応することで、より良い方向性が見いだせ、良い結果につながっていくことをこれまでに多く体験し

た。良い結果は私たちにも自信と向上心をもたらし、それが生徒に還元されて好循環を生む。不登校、

LGBTQ、貧困、発達障害など、さまざまな困難の中で、児童生徒がそれぞれの花を咲かせることがで

きるようにお手伝いできたらと思っている。 

 

伊藤 正喜 伊藤小池法律事務所 代表弁護士 

1997 年 3 月、東京都立北多摩高等学校卒業。1998 年 4 月、早稲田大学教育学部英語英文学科入

学、2002 年 3 月卒業。2002 年 4 月、東京都立高校教諭(英語)、2004 年 3 月同退職。2004 年 4 月 

山梨学院法科大学院未修コース入学、2007 年 3 月同終了。2008 年 9 月司法試験合格。11 月司法修

習開始、2009 年 12 月、司法修習終了、弁護士登録。 以後、十数年にわたり、少年事件・学校関係

事件に多数関わっている。その他、元山梨学院大学法科大学院チューター、元 LEC 講師。 

 

公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所 

1993 年 3 月 29 日、郵政省（現総務省）、 通商産業省（現経済産業省）の許可を得て財団法人として

設立。2013 年 4 月 1 日、内閣総理大臣より公益認定を受け、公益財団法人へ移行。 

設立以来、ハイパーネットワーク社会（デジタル及びソーシャル技術により高度に統合された情報処理

及び情報通信を基盤として成立する高度なネットワーク社会）の健全な実現の推進に関する事業を行い、

我が国及び国際社会の発展と国民生活の向上に寄与することを目的に様々な活動を行っている。 

 （同財団ホームページより抜粋） 
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研究目標 

生徒の多様性に対応した進路指導のあり方 

生徒は様々な進路希望を持っているが、その多くが自分の身の回りという狭い範囲で育成

されたキャリア意識である。その生徒のキャリア意識を育成し、多様性を持たせる取り組みが

必要である。特に、私学の特性を生かすと共に、地域資源を意識させること等により、これから

の新しい時代に向けた生徒のキャリア意識の育成を図る。 

 
１ 募集人員  ８０名 
 
２ 会  場  ソレイユ 
 

３ 参加対象  理事長、校長、副校長・教頭、進路指導担当等教員 
 

４ 日  程 

時間 

月日 

 

9   10   

1

6 

11   12   13   14   15   16 

 15    45 55          30 40   45  
 
                             

11 月 1 日 

（金） 

 開

会

式 

講演Ⅰ  実践発表Ⅰ 昼 食 講演Ⅱ  実践発表Ⅱ 

閉 

会

式 

 

 

５ 内  容 

 講 演 Ⅰ  
 

演 題 由布院 100 年のまちづくり～持続可能な地域づくり・人づくり～ 
  

講 師 

くわの いずみ 

株式会社玉の湯 代表取締役社長 桑 野 和 泉 

 

 講 演 Ⅱ  
 

演 題 これからの地域を意識した生徒のキャリア意識の育成（仮） 
  

講 師 

いわきり ともみ 

株式会社成美 代表取締役社長 岩 切 知 美 
 

  

５ 進路指導部会 
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 実践発表Ⅰ  
 

テーマ 21 世紀を生き抜くための進路指導 ～生徒の個性を引き出して～ 
  

発表者 

すえつぐ りょうた 

(大分県) 福徳学院高等学校 教諭 末 次 亮 太 

 
とごう まりえ 

(大分県) 福徳学院高等学校 非常勤講師兼進路指導員 都 甲 真利恵 

 

 実践発表Ⅱ  
 

テーマ 地域の活性化を通した生徒のキャリア意識の育成（仮） 
  

発表者 

いのうえ あやの 

(大分県) 稲葉学園高等学校 教諭 井 上 綾 乃 

 

《講師プロフィール》 

桑野 和泉 株式会社玉の湯 代表取締役社長 

1964 年大分県湯布院町（現由布市）生まれ。 

家業の宿「由布院玉の湯」の専務取締役を経て、2003 年代表取締役社長。 

由布院温泉観光協会長を 12 年勤め、現在は(一社)由布市まちづくり観光局代表理事。 

大分大学経営協議会委員。北九州市立大学特任教員。 

道守大分会議代表世話人ほか、市民グループの代表、世話人も務める。 

岩切 知美 株式会社成美 代表取締役社長 

1971 年大分県豊後大野市生まれ。県内の短期大学で栄養学を学び卒業。 

建設・不動産会社に就職し、営業・秘書等を経験。その子育てをする中で、食育の大切さを実感。時代

に添った形で郷土料理・地域の食文化を繋いで行きたいと思い、2012 年個人事業主として郷土料理「豊

後おがたん鶏汁」を商品化。2014 年大分の地域資源を活用する食品製造メーカーとして法人化。 

2015 年 1 月事業拡大と安定製造に向け、地元に自社加工場を設置。 

2014 年全国ご当地レトルトグランプリ銀賞受賞、2015 年ベルギー国際味覚審査機構優秀味覚賞受賞 
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●運営委員・指導員 
 委員長 佐 藤 清 信 別 府 溝 部 学 園 高 等 学 校 校長 
 副委員長 岩 武 茂 代 明 豊 中 学 高 等 学 校 校長 
 委員 嘉 月 勝 治 明 豊 中 学 高 等 学 校 副校長 
  松 尾   司 別 府 溝 部 学 園 高 等 学 校 教頭 
  髙   陽 一 明 豊 中 学 高 等 学 校 教諭 
  中 村 知 美 別 府 溝 部 学 園 高 等 学 校 教諭 
  菊 本 千 葉 東 九 州 龍 谷 高 等 学 校 養護教諭 
  中 井 由香里 柳 ヶ 浦 高 等 学 校 養護教諭 
 
 

 

●運営委員・指導員 
 委員長 小 原 和 成 日 本 文 理 大 学 附 属 高 等 学 校 校長 
 副委員長 小 山 統 之 大 分 中 学 高 等 学 校 校長 
 委員 吉 岡 一 郎 大 分 中 学 高 等 学 校 教頭 
  勝   龍三郎 日 本 文 理 大 学 附 属 高 等 学 校 教頭 
  高 橋   康 日 本 文 理 大 学 附 属 高 等 学 校 教諭 
  廣 瀬   茂 大 分 中 学 高 等 学 校 教諭 
 
●私学経営専門委員・指導員 
 委員長 長 塚 篤 夫 順 天 中 学 高 等 学 校 校長 
 副委員長 鈴 木 康 之 水 戸 女 子 高 等 学 校 理事長・校長 
 委員 西 岡 憲 廣 札 幌 山 の 手 高 等 学 校 理事長・校長 
  近 藤 彰 郎 八 雲 学 園 中 学 高 等 学 校 理事長・校長 
  山 本 与志春 学 校 法 人 青 山 学 院 院長 
  嵯 峨 実 允 学 校 法 人 藤 華 学 院  理事長 
  梅 村 光 久 学 校 法 人 三 重 高 等 学 校 理事長 
  摺 河 祐 彦 姫 路 女 学 院 中 学 高 等 学 校 理事長・校長 
  大多和 聡 宏 学 校 法 人 大 多 和 学 園 理事長 
  菅 沼 宏比古 学 校 法 人 西 海 学 園 理事長 
 
  

 

●運営委員・指導員 
 委員長 日 永 達 也 大 分 国 際 情 報 高 等 学 校 校長 
 副委員長 平 塚 正 明 大 分 東 明 高 等 学 校 ・ 向 陽 中 学 校 校長 
 委員 佐 藤 克 則 大 分 東 明 高 等 学 校 教頭 
  佐 野   徹 大 分 国 際 情 報 高 等 学 校 教頭 
  須 賀 友 樹 大 分 国 際 情 報 高 等 学 校 教諭 
  加 島 くるみ 大 分 東 明 高 等 学 校 教諭 
 
●教育課程専門委員・指導員 
 委員長 森     涼 学校法人石川高等学校・石川義塾中学校 理事長・校長 
 委員 大 羽   聡 千 葉 英 和 高 等 学 校 理事長・校長 
  松 谷   茂 学 校 法 人 文 化 杉 並 学 園 理事長 
  鈴 木   弘 香 蘭 女 学 校 中 高 等 科 校長 
  齋 藤 眞 人 立 花 高 等 学 校 校長 
   

運営委員・専門委員一覧（順不同） 

全体集会 

私学経営部会 

教育課程部会 
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●運営委員・指導員 
 委員長 吉 田 英 喜 藤 蔭 高 等 学 校 校長 
 副委員長 魚 形 幸 助 昭 和 学 園 高 等 学 校 校長 
 委員 草 野 浩 輔 昭 和 学 園 高 等 学 校 理事長補佐 
  入 井 裕 之 藤 蔭 高 等 学 校 副校長 
  吉 住 和 恵 昭 和 学 園 高 等 学 校 教頭 
  馬 田 典 子 藤 蔭 高 等 学 校 教頭 
 
●法人管理事務運営専門委員・指導員 
 委員長 工 藤 誠 一 聖 光 学 院 中 学 高 等 学 校 理事長・校長 
 委員 服 部 泰 啓 学 校 法 人 信 愛 学 園 理事長 
  摺 河 祐 彦 姫 路 女 学 院 中 学 高 等 学 校 理事長・校長 
  川 島 英 和 学 校 法 人 川 島 学 園 理事長 
  野 尻 富太郎 学 校 法 人 東 京 女 学 館 常任理事・法人事務局長 
 
 

 

●運営委員・指導員 
 委員長 児 玉 洋 司 岩 田 中 学 高 等 学 校 校長 
 副委員長 大久保 和 弘 楊 志 館 高 等 学 校 校長 
 委員 山 月 秀 夫 岩 田 中 学 高 等 学 校 教頭 
  上 杉 和 生 岩 田 中 学 高 等 学 校 教頭 
  関   孝 彦 楊 志 館 高 等 学 校 教頭 
  植 島 和 弘 楊 志 館 高 等 学 校 教諭 
 
 

 

●運営委員・指導員 
 委員長 坂 田 一 郎 福 徳 学 院 高 等 学 校 校長 
 副委員長 梅 木 伸 彦 稲 葉 学 園 高 等 学 校 校長 
 委員 川 越 康 生 福 徳 学 院 高 等 学 校 教頭 
  小 笹   稔 稲 葉 学 園 高 等 学 校 教頭 
  德 永 沙 織 福 徳 学 院 高 等 学 校 教諭 
  佐 藤 俊 介 稲 葉 学 園 高 等 学 校 教諭 
 
 

  

法人管理事務運営部会 

生徒指導部会 

進路指導部会 
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 大会参加申込みについて  

参加希望者は、別紙「全国私学教育研究集会大分大会参加申込書」に必要事項を記入し、下記送付

先に FAX にて 10 月 11日（金）〔必着〕までにお送り下さい。 

注① 2 日間のご参加を原則としておりますが、やむを得ず全体集会のみに参加する場合は、

｢全体集会のみ｣に○印を記入して下さい。（大会参加費は変わりません。） 

注② 部会によっては、募集定員に達した場合、募集を締切ることがありますので、希望する

部会は必ず第 2 希望まで○印を記入して下さい。 

注③ 申込みが締切日後になる場合は、参加者名簿は追加版への掲載となります。 

【大会参加費の納入について】 

(1)大会参加費は、お一人 16,000 円 です。（11月1日の昼食費が含まれます。） 

(2)申込み受付後 2 週間以内に「関係書類送付先」宛に参加者全員分の「参加確認証」と併せて

｢請求書・払込票｣をお送りします。受付内容と費用をご確認の上、ご送金下さい。大会

参加費は指定のコンビニエンスストアでお支払い下さい。（振込み手数料は無料です。） 

 

 

 教育懇談会参加申込みについて （大会参加費には教育懇談会費は含まれておりません。） 

教育懇談会への参加を希望する場合は「全国私学教育研究集会大分大会参加申込書」の「教育懇談

会」欄に「○」をご記入下さい。 

【教育懇談会費の納入について】 

(1)教育懇談会費は、お一人 10,000 円 です。 

(2)大会参加確認証等と併せて、教育懇談会参加確認証をお送りします。教育懇談会費は大会

参加費と合算してまとめて 1 枚の請求書・払込票をお送りします。（大会参加費と教育懇談

会費を分けて請求を希望される場合は、その旨を参加申込書にご記入下さい。） 

 

 

 宿泊の申込み  （大会参加費には宿泊費は含まれておりません。） 

｢宿泊の申込みについてのご案内｣（p.25～27）をお読み頂き、近畿日本ツーリスト株式会社東京

私学教育旅行支店にお申込み下さい。 

【10 月 11 日（金）締切】 

 

 

 参加申込み後のキャンセルについて  （大会及び教育懇談会） 

参加申込み後の変更・キャンセルについては、必ず FAX にて下記宛にご連絡下さい。（FAX

送信後、こちらから確認の連絡がない場合は、電話にてご確認下さい。） 

大会参加費・教育懇談会費のご返金・キャンセル料等は、下記にて取扱いますのでご了承下さい。 

10 月 21 日（月）まで 事務手数料 1,000 円を差し引いた参加費を返金します。 

10 月 22 日（火）以降 
及び 

無断欠席 

返金はできません。 
※大会資料等の発送をもって代えさせて頂きます。 
※大会参加費・教育懇談会費の振込みをされていない場合でも、
キャンセル料として全額分(大会参加費 16,000 円・教育懇談会費
10,000 円)を申し受けます。 

※天変地異や自然災害等によるキャンセルの場合は、状況によ
り対応しますので、ご相談下さい。 

  

参加(大会・教育懇談会)申込みと参加費の納入について 
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 個人情報の取り扱いについて  

当研究所では、参加者の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その他

の規範を遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入頂く個人情報は、参加確認証及び大会

参加のために必要な書類の送付、参加者名簿の作成、当研究所の研修会開催等情報の送付、また何ら

かの理由で大会の参加者に連絡する必要が生じた場合のみに利用します。 

 

 大会における新型コロナウイルス感染症への対応方針について  

最新の新型コロナウイルス感染症への対応方針は当研究所ホームページをご覧下さい。 
 

 
 

◆ (大会・教育懇談会)参加申込み・問合せ先 
        一般財団法人日本私学教育研究所 「全国私学教育研究集会大分大会 事務局」 

            〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-3-8 市ヶ谷 UN ビル 6 階 

               電話 03-3222-1621 FAX 03-3222-1683   
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https://www.shigaku.or.jp/


    会場(iichiko 総合文化センター／ホテル日航大分オアシスタワー／ソレイユ)

のご案内 

iichiko 総合文化センター  〒870-0029 大分県大分市高砂町 2-33 TEL.097-533-4000 

ホテル日航大分オアシスタワー  〒870-0029 大分県大分市高砂町 2-48 TEL.097-533-4411 

ソレイユ  〒870-0035 大分県大分市中央町 4-2-5 TEL.097-533-1121 

 ◎各会場、JR大分駅より徒歩約 10 分 

 
【バス】①JR 大分駅前 7 番乗り場から「大分きゃんバス」に乗車、「オアシスひろば前」下車徒歩すぐ 

②JR大分駅前7番乗り場から、大分交通バス 
青葉台線（田室町経由）23番、24番／県立図書館線（田室町経由）3番／スカイタウン 
高崎線（西春日町経由）8番に乗車、「オアシスひろば前」下車徒歩すぐ 

【タクシー】各会場 JR大分駅から約 5分 
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https://emo.or.jp/access/
https://www.nikko-oita.oasistower.co.jp/access/
https://www.soleil.jp/access/


宿泊の申込みについてのご案内 

この度は、「全国私学教育研究集会大分大会」が大分県大分市にて開催されますことを心よりお喜び

申し上げます。 

大会の開催にあたり、ご参加の皆様の宿泊の斡旋を近畿日本ツーリスト株式会社東京私学教育旅行

支店にて取扱いをさせて頂くことになりました。今大会の成功を祈念し、皆様のご参加を心よりお待ち

申し上げます。 

【１】宿泊の申込みについて 

①下表の宿泊代金は一泊朝食付き税・サービス料込みのお一人様の料金です。 

②ご希望ホテルが満室の際は、代案ホテルをご提示させて頂きます。あらかじめ申込書には第 3 希望

までの下記の申込記号のご記入をお願い致します。また、予約が集中した際はご希望に添えない

場合もあります。その際は代案をご提示致しますので予めご承知おき下さい。禁煙・喫煙のご希望

にも添えない場合もございます。（早期にお申込み頂いた方から優先します。） 

 

利用ホテル名 部屋タイプ 料金（お一人様） 申込記号 

アートホテル大分 
JR大分駅から徒歩10分 

シングル(禁煙･喫煙) １１，８００円 Ａ 

ホテルクラウンヒルズ大分 
JR大分駅から徒歩 15 分 

シングル(禁煙･喫煙) １１，０００円 Ｂ 

ホテルルートイン大分駅前 
JR大分駅から徒歩3分 

シングル(禁煙･喫煙) １０，４５０円 Ｃ 

ホテルマイステイズ大分 
JR大分駅から徒歩8分 

シングル(禁煙･喫煙) １１，０００円 Ｄ 

レンブラントホテル大分 
JR大分駅から徒歩8分 

シングル(禁煙･喫煙) １１，８８０円 Ｅ 

グリーンリッチホテル大分都町 
JR大分駅から徒歩 10 分 

シングル(喫煙) １０，４５０円 Ｆ 

大分リーガルホテル 
JR大分駅から徒歩 3 分 

シングル(禁煙･喫煙) １０，８００円 Ｇ 

ドーミーイン大分 
JR大分駅から徒歩 1 分 

シングル(禁煙) １６，５００円 Ｈ 

ホテル法華クラブ大分 
JR大分駅から徒歩 8 分 

シングル(禁煙･喫煙) １２，９９０円 I 

ダイワロイネットホテル大分 
JR大分駅から徒歩 10 分 

シングル(禁煙･喫煙) １４，３００円 J 

※ホテルによっては早期に満室になることがございます。ご希望に添えない場合はご了承下さい。 

 

【２】申込み方法について 

①宿泊のお申込みは、｢宿泊申込書｣に必要事項をご記入の上、10 月 11 日（金）までに、近畿日本

ツーリスト株式会社東京私学教育旅行支店まで FAX（０３－６６８５－９５６６）またはメール

にてお申込み下さい。 

②お申込みの FAX・メールを受領後、書面、もしくはお電話にて予約可否を連絡します。 

③申込み受付後、順次「宿泊予約確認証」・「請求書」を発送します。 

※お申込みの FAX・メールを受領後に近畿日本ツーリスト株式会社からの連絡は、上記の可否回答・

申込書の記入漏れ以外には致しませんので予めご承知おき下さい。 
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https://www.art-oita.com/
https://breezbay-group.com/hch-oita/
https://www.route-inn.co.jp/hotel_list/oita/index_hotel_id_228/
https://www.mystays.com/hotel-mystays-oita-oita/
https://rembrandt-group.com/oita
https://greenrichhotels.jp/miyakomachi/
https://greenrichhotels.jp/oita-regal/
https://dormy-hotels.com/dormyinn/hotels/oita/
https://www.hokke.co.jp/oita/
https://www.daiwaroynet.jp/oita/


【３】お支払い方法について 

①宿泊予約確認証・請求書が届き次第、お振込みにてお支払い下さい。 

（振込み手数料はお客様にてご負担下さいますようお願い申し上げます。） 

②宿泊代金をホテルで直接精算することはできません。 

 

【４】変更・取消しについて 

①大変お手数ですが、FAX（０３－６６８５－９５６６）までご連絡をお願い致します。 

②取消料金は下記をご参照下さい。 

宿 

泊 

取消日 20 日前～8 日前 7 日前～2 日前 前 日 当 日 無 連 絡 

取消料 20％ 30％ 40％ 50％ 100％ 

 

【５】宿泊申込み・問合せ先  

【申込み・問合わせ先】 

近畿日本ツーリスト株式会社 東京私学教育旅行支店 

〒102-0074 東京都千代田区九段南 2-3-14 靖国九段南ビル 7 階 

TEL：03-6685-9560／FAX：03-6685-9566／MAIL：tokyo-kyoiku3@or.knt.co.jp 

※営業時間：月～金／10:00～17:00（土・日・祝日は休業） 
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【６】JR大分駅から宿泊ホテルまでの案内図  

 
 
①アートホテル大分【JR大分駅から徒歩10分】 

②ホテルクラウンヒルズ大分【JR大分駅から徒歩15分】 

③ホテルルートイン大分駅前【JR大分駅から徒歩3分】 

④ホテルマイステイズ大分【JR大分駅から徒歩8分】 

⑤レンブラントホテル大分【JR大分駅から徒歩8分】 

⑥グリーンリッチホテル大分都町【JR大分駅から徒歩10分】 

⑦大分リーガルホテル【JR大分駅から徒歩3分】 

⑧ドーミーイン大分【JR大分駅から徒歩1分】 

⑨ホテル法華クラブ大分【JR大分駅から徒歩8分】 

⑩ダイワロイネットホテル大分【JR大分駅から徒歩10分】  
 

 

 
   

ホテル日航大分オアシスタワー 他 ◎ 

大分駅 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 

❿ 
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https://www.art-oita.com/
https://breezbay-group.com/hch-oita/
https://www.route-inn.co.jp/hotel_list/oita/index_hotel_id_228/
https://www.mystays.com/hotel-mystays-oita-oita/
https://rembrandt-group.com/oita
https://greenrichhotels.jp/miyakomachi/
https://greenrichhotels.jp/oita-regal/
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https://www.hokke.co.jp/oita/
https://www.daiwaroynet.jp/oita/




令和６年度 全国私学教育研究集会大分大会 参加申込書  
申込み締切日：10 月 11 日（金） ※送信前に FAX 番号をご確認下さい。0(ゼロ)発信の FAX 機で送信する 

場合は、「0」を押してから、FAX 番号を押して下さい。  
申込書 
送付・ 
送信先 

一般財団法人日本私学教育研究所「全国私学教育研究集会大分大会事務局」宛 ℡03-3222-1621 

ＦＡＸ：０３－３２２２－１６８３（FAX 送付状は不要です。） 

郵  便：〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-3-8 市ヶ谷ＵＮビル 6 階 

令和 6 年    月    日 

都道府県名  学校(法人)名  

学校所在地
（郵便番号は必ず

ご記入下さい。） 

〒  

 

 TEL                FAX                  

メールアドレス （                              ） 

関係書類送付先  所属・職名  氏 名  

◆すべての参加者の参加確認証および参加費の請求書・払込票は一括して「関係書類送付先」宛にお送りします。  
 （学校所在地欄に記載の住所にお送りします。） ※記入のない場合は№1 に記載の参加者にお送りします。  
◆参加希望部会（第 1 希望・第 2 希望）、教育懇談会（参加・不参加）を○で囲んで下さい。 
 

日私 

教研 

記入欄 

№ 

ふりがな 

職 名 
参加希望部会  

（会場の収容人数等により第 2 希望になる場合があります。

ご了承下さい。）  

教育 
懇談会 
 （有料） 氏 名 

 

１ 

  第 1 希望 第 2 希望 

参加  私学経営 教育課程 私学経営 教育課程 

法人管理事務運営 生徒指導 法人管理事務運営 生徒指導 不参加 

進路指導 全体会のみ 進路指導 全体会のみ 

    第 1 希望 第 2 希望 

参加  私学経営 教育課程 私学経営 教育課程 

法人管理事務運営 生徒指導 法人管理事務運営 生徒指導 不参加 

進路指導 全体会のみ 進路指導 全体会のみ 

    第 1 希望 第 2 希望 

参加  私学経営 教育課程 私学経営 教育課程 

法人管理事務運営 生徒指導 法人管理事務運営 生徒指導 不参加 

進路指導 全体会のみ 進路指導 全体会のみ 

    第 1 希望 第 2 希望 

参加  私学経営 教育課程 私学経営 教育課程 

法人管理事務運営 生徒指導 法人管理事務運営 生徒指導 不参加 

進路指導 全体会のみ 進路指導 全体会のみ 

    第 1 希望 第 2 希望 

参加  私学経営 教育課程 私学経営 教育課程 

法人管理事務運営 生徒指導 法人管理事務運営 生徒指導 不参加 

進路指導 全体会のみ 進路指導 全体会のみ 
 

※参加者が 6 名以上の場合は、恐れ入りますが本用紙をコピーしてご使用下さい。なお、その際、上欄の学校名を各々に

記載し、2 枚目以降の№を 6、7、･･･と記入して下さい。また、右欄（№）に 1、2、･･･のように番号を記入して下さい。 
№ 

 

 
No.（日私教研記入欄）  
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申込







 

 
 
 

 

表紙   別府八湯（別府市） 

裏表紙  [左上から] 

宇佐神宮（宇佐市） 

海地獄（別府市） 

九重のミヤマキリシマ（玖珠郡九重町） 

豊後二見ヶ浦（佐伯市） 

     由布岳と辻馬車（由布市） 
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